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加 齢 を 経 た 硝 子 体 細 胞 顆 粒 の 組 織 化 学 的 検 討( 白, 表1)
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要  約

生後3 年以上のハートレー系モルモットの硝子体細胞につき組織化学的に検討した.クロムミョウバンヘマ

トキシリン染色で, 一部の細胞は陽性の顆粒を有し, 生後3 ヵ月から4 ヵ月のものに比較すると, 陽性細胞は

増加していた. ナイル青染色では稀に陽性, リュウコマラカイトグリーン染色では陰性であった. 以上の結果

から, モルモット硝子体細胞顆粒は, 加齢を経るにつれて変化すること, 特にリポフスチンの性質を有する顆

粒が増加することが示された.( 日眼 91 : 456-458, 1987)

キ ーワ ード: 硝子体 細胞, 顆粒, リポフ ステ ン, 加齢

Abstract

The vitreous cells in the peripheral surface of vitreous ge1 0f Hartley strain guinea pigs more than

3 years old were e χamined by histochemical techniques, mainly concerning their granules. Chrome

alum hematoxylin stain was positive in some granules. Such granules increased in number as compared

with those in the vitreous cells of 3 to 4 month-old guinea pig- Nile blue stain (pH 3.0)  was rarely

positive. Leuco-malachite green stain was negative. These results suggest that the histochemical

characteristics of granules in vitreous cells changed as they grew older. (Acta Soc Ophthalmol Jpn 91 :

456-458,  1987)
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I 緒  言

哺 乳動物 の硝 子体中 には 固有 の細胞 要素 とし て硝 子

体細胞 の存 在が知 ら れてい る. 著者 らは モル モット の

硝子 体細胞 の形 態学的 研究 を行い, 生 後3 ヵ月 から4

ヵ月 のも の では, 電 子 顕 微鏡 で 胞 体 内 に2 次 ラ イ ソ

ソ ー ムと思われ る顆粒 を有 す る点 で均 一 性が 高く, こ

の顆粒 は種 々の形 態を 示し, 一部 はage pigment に 類

似し てい るこ とを1),また, 組織化 学的 に は顆粒 の中 に

リポフ スチ ソの 性質 を もっ も のがあ るこ と2)を報 告 し

た. 今回, 加齢を 経た モル モ ットの硝 子 体細胞 の顆 粒

が生 後3 ヵ月 から4 ヵ 月の ものに 比較 して ど う変化 す

るか を組 織化学 的に 検討 した.

II 実 験 方 法

材 料: 生 後3 年・以 上 の ハ ート レ ー系 モ ル モ ット7

匹,14 眼を 用い た.

実 体顕 微鏡下 で眼 球を 摘出し て赤 道部 で 割断し, そ

れ より後部 の硝 子体 を取 り出し, ス ライド ガ ラス上 で

乾燥し, 3.7% 中 性 ホル マリン にて固 定 し, クロ ムミョ

ウ バソヘ マト キシ リソ染 色( 以 下CrHe), ナ イル青染

色( 以下NB ・),及び リュウ コマ ラカ イト グリ ーソ染 色
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(以下LMG) を施した.

Ill 結  果

CrHe 陽性の顆粒をもっ細胞は生後3 ヵ月から4 ヵ

月のものが, 弱拡大で数視野に1̃2 個みられたのに

対し,1 視野に1̃2 個と明らかに増加して卜だ( 図

1, 2,  3).  NB では陽性の顆粒( 図4) カミ稀にみら

れた. LMG ではすべて陰性であった.以上の結果を3

ヵ月から4 ヵ月のもの2)と比較しまとめて表1 に示

す.

IV 考  按

哺乳動物の硝子体細胞は胞体中にPeriodic Acid

Schiff反応陽性の自家螢光を発する顆粒を持つことを

一つの特徴としている3)4).この顆粒について組織化学

1

図1 CrHe 染色( 生後3̃4 ヵ月) 150倍. 顆粒は陰

性を呈している.

3

4レ

図3

図4

表 1
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染 色 法

結 果

生 後3 ヶ月

̃4 ヶ月
生 後3 年 以上

CrHe 一 部 陽性
一 部 陽性 だが

増加

NB  (pH3.0) 陰  性 稀 に陽 性

LMG

ノダ
厂

陰  性

図2 CrHe 染色( 生後3 年以上) 150倍. 矢印は陽性

顆粒を示す.

CrHe 染色. 1,500 倍. 矢印は陽性顆粒を示す.

NB 染色, 1,500 倍. 矢印は陽性顆粒を示す.



50ソ458)

的に検 討し た報 告は非 常に 少な く, わずかSzirmai と

Balazs ら の報告3)がみ られ るだけ であ る. 我 々は 前回

の検 討で モル モ ット硝 子体 細胞顆 粒 は脂質, 糖 質を 含

み, 一 部 には リポフ スチ ソを有し てい るこ とを 明ら か

にし た2).今回 の生 後3 年 以上 のモ ル モットで は, リポ

フ スチソを 特異的 に染 め るCrHe にお いて,3 ヵ月 か

ら4 ヵ月 のもの に比し 明ら かに陽 性 の顆粒 が増 加して

いた. 使用 した モル モ ット が無菌 状態 でかつ 特 別な飼

料で 飼育 された もので はな いた めに, この 結果 が加齢

によ る変化 であ るとは 断定 するこ とは 困難 であ るが,

標本作 製時, 実体 顕微 鏡下で 明 らかな 炎症 等の変 化を

網膜, 脈絡膜, 硝 子体 に認 めなか った こ とから, リポ

フス チソの 増加は, 加 齢が 大きな 影響を 及ぼ すし て卜

ると考 えて 矛盾 はない であろ う.

セ ロイド は リポフ スチソ 類似 の色素 であ るが, 卵巣

内 大喰細 胞 等に生 理的 に存在 す るもの の, 一一般的 には

タン パク欠 乏や ビタ ミンE 欠 乏な どの 特殊 な実験 下で

出現 す ると され てい る气 今回 の硝 子 体細 胞顆 粒 に対

する セ9 イドの染 色 ではNB で稀 に陽 性, LMG では

陰 性 とそ の結 果は 異な ってい た. 使用 した 標本 の個体

差をあ らわし てい るの かもし れな いが, 詳細 は不 明で

あ る. し かし,NB 陽 性顆粒 を認 め るとい う事実 は, ヒ

トの軟骨 細胞 にお いて 加齢 によ りセ ロイド 様色素 の出

日 限 会 誌 91 巻 4 弓

現 が増 す とい う報 告5'と合 わせ て 考え る時, 加 齢の影

響 は もち ろ んであ るが, こ れら2 種類 の細胞 は 周囲に

血管 が ない ことに 起因 す る低 酸素 状態, 及び低 栄養状

態 とい う共通 した 外部 環境 の特殊 性 が, この 色素形 成

に 何ら かの関 連を もっ もの と推測 さ れる. 又, 両細胞

ともヒ アル ロン酸 を幕 質 とした組 織中 に 存在す るこ と

は 興味あ る こ とと思わ れ る.

松田英彦教授の御校閲に感謝致し ます.

文  献

1) Saga T, Tagawa Y, Takeuchi T, et al: Elec-

tron microscopic study of cells m vitreous of

guinea Pig- Jpn J Ophthalmol 28 : 239-247,

1984.

2) 佐賀徳博,田川義継,竹内 勉他l 硝 子体細胞顆粒

の組織化学的検討. 日眼 89 : 949 ―952, 1985.

3) Szirmai  JA, Balazs EA : Studies on the struc、

ture of the vitreous body. Ⅲ. Cells in the cor-

tical tissue layer. Arch Ophtha】mo] o9 : 34-48,

1958.

4) 前田隆英, 伊原信夫: 色素. 小川和朗, 武内忠男,

森 富 編, 新組織化学八東京, 朝倉書店, 613-654.

1975.

5) Tsukahara Y, Nasu T : Ceroid-like pigment in

age changes of human cartilage. Acta Path Jap

24 : 357―369, 1974.


	page1
	page2
	page3
	page4
	page5
	page6
	page7
	page8
	page9
	page10
	page11
	page12
	page13
	page14
	page15
	page16
	page17
	page18
	page19
	page20
	page21
	page22
	page23
	page24
	page25
	page26
	page27
	page28
	page29
	page30
	page31
	page32
	page33
	page34
	page35
	page36
	page37
	page38
	page39
	page40
	page41
	page42
	page43
	page44
	page45
	page46
	page47
	page48
	page49
	page50
	page51
	page52
	page53
	page54
	page55
	page56
	page57
	page58
	page59
	page60
	page61
	page62
	page63
	page64
	page65
	page66
	page67
	page68
	page69
	page70
	page71
	page72
	page73
	page74
	page75
	page76
	page77
	page78
	page79
	page80
	page81
	page82
	page83
	page84
	page85
	page86
	page87
	page88
	page89
	page90
	page91
	page92
	page93
	page94
	page95
	page96
	page97
	page98
	page99
	page100
	page101
	page102
	page103
	page104
	page105
	page106
	page107
	page108
	page109
	page110

